


サイバーナイフ（SBRT）
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※サイバーナイフ（IMRT）とは、37
～39回の照射で7～8週間の通院
治療です。
サイバーナイフ（SBRT）は1～2日
おきのに5回の照射、2週間の通
院治療です。

※上記金額に食事代・個室代は含まれておりません
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ダビンチ
腹腔鏡手術

費用約45万円
(健康保険３割負担の場合)

→P.３へ

サイバーナイフ
放射線治療・体外照射

費用約5０万円
(健康保険３割負担の場合)

→P.4へ

密封小線源治療
放射線治療・組織内照射

費用約３5万円
(健康保険３割負担の場合)

→P.5へ

ダビンチによる前立腺がん手術
前立腺全摘出術8日の場合 （入院期間が月をまたがない場合）

・高額療養費制度・
公的医療保険における制度の一つで、医療機関や薬局の窓口で支払った額が、暦月（月の初めから終わりまで）で一定額を超えた場合に、その超えた
金額を支給する制度です。

サイバーナイフ  ( SBRT )

※IMRTは37～39回の照射を7～8週間の通院治療で行います。SBRTは1～2日おきに5回の照射を2週間の通院治療で行います。 

※上記金額に食事代・個室代は含まれておりません 

1 2

2021年度

患者さんの年齢により、負担割合が異なります。
高額療養費制度を利用すると所得に応じて実際の負担額は減額されます。
全国共通の制度のため、他の医療機関と負担額が大きく変わることはありません。
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ダビンチ topicstopics

ロボット支援前立腺全摘除術(ダビンチ)実績

前立腺に金マーカーを留置することで、
サイバーナイフによる精密な放射線照
射（定位放射線治療：SBRT）が可能とな
ります。前立腺に十分な量の放射線を
集中させ、前立腺以外への放射線の影
響を最小限に抑えることで副作用の軽
減を図ります。通院での放射線照射は
５回で済むため、従来の放射線治療と
同等の治療効果で治療にともなう負担
が大幅に軽減されました。

ロボット手術センター公式キャラクター
「ロボてくん」

「ロボてくん」は患者さん・医師・手術支援ロ
ボットの三者が手と手をつないだ先に未来
があることを表現したキャラクターです。

「ダビンチ」は、4本のアームを持ち、1本
のアームはカメラを、残りの3本のアー
ムは電気メスなどの器具を装着します。
そのカメラを通した3D画像を医師が見
ながらアームを操作することで、人間の
手を超えた緻密な動きを実現。がんの
切除や患部の縫合を安全・確実に行う
ことができます。手術後の痛みも少なく
回復が早いため、早期退院が可能にな
ります。

ダビンチ手術について

ダビンチ手術のメリット

米国ではすでに、前立腺がん摘出手術
の大半を「ダビンチ手術」が担っていま
す。その手術成績は良好で、従来の開腹
手術と比較して、「出血量が少ない」「が
んの取り残しが少ない」「術後尿失禁が
少ない」「勃起機能維持率が高い」とい
ったメリットも報告されています。勃起
機能温存を希望される方は主治医まで
ご相談ください。

サイバーナイフ治療は、高精度のロボッ
トアームにX線照射装置を組み合わせ
た治療法で、放射線によりがんの根治
を目指します。ロボットアームは、最大
1,200方向から照射を行うことができ、
複雑な前立腺の形にもミリ単位以上の
精度で対応することができます。また、
治療中は高精度のモニタリングで、患
者さんのわずかな動きにも自動的に対
応します。

サイバーナイフについて

サイバーナイフのメリット

当院では照射精度が高いサイバーナイフを前立腺がん治療に使用していま
す。2017年9月からは健康保険が適用された定位放射線治療（SBRT）を行って
います。
前立腺がんに対する従来の外照射治療では、8週間程度、連日の照射（土日祝
日は除いて）が必要ですが、定位放射線治療は2週間かけて1日おきで合計５
回の照射のみで治療が終わります。治療効果は従来の方法と変わらず、通院
の負担が大幅に軽減されます。

何かしらの事情で前立腺の金マーカーを留置できない方には、4～6週間程度の外来通院での外部照射
が適応になります。当院では最新型のリニアックを用い、IMRTという方法で直腸への負担が少ない治療
を行っています。詳しくは放射線治療医にお尋ねください。

強度変調放射線治療（IMRT）について

当院ロボット手術センター公式キャラクター「ロボてくん」が誕生しました。

2022年3月末時点
症例数合計788件

※手術中に眼圧が上がることがあり、眼病のチェックをします。
出血が多い時に備えて、念のためご自分の血液を貯める場合があります。

※2泊3日の場合もあります

（※

）

ダビンチスケジュール
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サイバーナイフスケジュール

放射線による直腸後遺症（下血、肛門痛）を予防する目的で、前立腺と直腸の間にハイドロゲルを注入する
方法を東部病院では2018年3月から実施しています。ハイドロゲルは体内に注入すると固まり、数ヶ月後に
吸収されます。ハイドロゲルにより前立腺と直腸の間にスペースができるため、直腸にかかる放射線が大
幅に低減されます。
注入は、金マーカー留置のときまたは密封小線源挿入のときに同時に行うので、特別な負担はありません。

サイバーナイフによる定位放射線治療ならびに密封小線源治療を受けられる患者さんへ



入院期間の短縮に加えて
合併症も少なく

密封小線源治療について

密封小線源治療のメリット

質の高いがん医療への取り組み
治療中も、患者さんによりよい生活を送っていただきたい  ――  それが当院の願いです。

がん診療連携拠点病院

診療科の垣根を越えたチーム医療

化学療法と緩和ケア

地域連携や相談窓口でのサポート

当院は2014年8月16日に国の定める“がん診療連携拠点病院”に指定されました。が
ん診療連携拠点病院とは、質の高いがん医療の全国的な均てん化を図ることを目的
に整備された病院です。がん医療と真 に向き合って、技術を高めてきた当院の姿
勢が、認められた証でもあります。

当院では、一人ひとりの患者さんの治療計画をあらゆる診療科がチームを組むこと
によって、専門分野の垣根を越えた最善の治療を提供できるよう努めております。こ
の体制により患者さんの負担が軽減され、常に一歩先の医療が実現できると考えて
おります。

通院による薬物療法（外来化学療法）は、仕事や学業など、通常の生活リズムを大き
く崩すことなく毎日を過ごせるというメリットがあります。私たち化学療法室、緩和ケ
アチームのスタッフは、患者さんがご自身の病気を理解し、社会生活と両立して安心
して治療が続けられるように対応しております。

病院内だけにとどまらず、この地域の医療機関や行政機関とも情報を共有し、患者さ
んに適切な治療が継続して行われるようサポートしています。お困りのことがござい
ましたら、1階「がん相談室」へお越しください。治療に関することはもちろん、在宅時
の支援や就労支援、助成制度など幅広い内容に応じております。

密封小線源治療

密封小線源治療スケジュール

Q.　「ダビンチ」「サイバーナイフ」「密封小線源治療」どの治療が１番良いのですか？
A.　患者さんごとに症状（がんの状態、前立腺肥大の有無）、これまでにかかった病気や手術歴、年齢など様々な条件が
異なります。また、仕事や趣味、生活のスタイルなども人それぞれのため、患者さんによって最適な治療は異なります。
東部病院では多くの治療手段を揃えることで、最適な治療を提案しています。

Chapter 5Chapter 4

微弱な放射線を出す小さな線源を前立
腺内に挿入し、前立腺内部から放射線
を照射する治療法です。挿入の際は、コ
ンピューターにより、他の臓器への影響
が少なく、治療効果が高い場所を選び
ます。放射線を前立腺内に集中照射す
るため大きな効果が期待でき、当院で
も2007年10月の治療開始以来、約650
名を超える患者さんを治療し、良好な治
療成績を得ています。

放射線を前立腺内に集中して照射でき
るので、合併症が少なく、3泊4日と入院
期間も短い治療です。副作用として排尿
障害が起こりますが、半年から1年ほど
で多くの方が改善します。

※前立腺がんの程度により、15回3週間の通院による外部照射の併用が必要な場合があります。
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